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１　はじめに

　水稲移植栽培における省力技術の一つとして、近年、 

育苗箱当たりの播種量を増やして短期間で育苗する高

密度播種苗移植栽培の面積が拡大してきている。秋田

県の良食味品種である「あきたこまち」移植栽培にお

いても導入が進んでいる。秋田県では良食味米安定生

産のために、 中苗を用いた栽植密度 70 株/坪を指導し

ているが (令和 7 年度稲作指導指針)、葉数が中苗よ

り少なく、苗質が軟弱徒長気味となる高密度播種苗で

の良食味米安定生産のための栽植密度や施肥体系、 水

管理手法は未検討である。 

　本報告では、秋田県の主要品種である「あきたこま

ち」を用いて高密度播種苗を用いた移植栽培における

収量と品質を維持するための適正な栽植密度について

検討した。

２　試験方法

　2022 ～ 2024 年の 3 か年、秋田農試内水田圃場 (グ

ライ低地土) において試験を実施した。各年次、箱当

たり乾籾播種量は 250g、育苗日数はそれぞれ 25 日、

27 日、21 日であった。移植日はそれぞれ 5 月 17 日、

5 月 23 日、5 月 22 日であった。基肥窒素量は各年次

m2 当たり 7g とした。2024 年においては、減数分裂期

に m2 当たり 2g の追肥を実施した。試験区の構成は栽

植密度① 70 株区 (22.2 株/m2)、② 50 株区 (16.3 株/

m2)、③ 37 株区 (11.5 株/m2) の 3 区とした。各試験区

について、生育 (草丈、茎数、葉緑素計値)、収量お

よび収量構成要素、外観品質、玄米タンパク質含有率

を各年 2反復で調査した。

３　試験結果及び考察

　(1) 試験年次の気象概況

　試験を実施した 3か年の気象概況を表 1に示した。 

日平均気温は 2022 年 8 月を除くすべての期間で各年

次とも平年値を上回った。特に、2023 年および 2024

年の 8月がそれぞれ 4.5℃、2.3℃高く高温年であった。

2023 年においては、 5 月 5 半旬から 6月 1半旬に一時

的な低温が続く期間があった。

　日射量は、2022 年の 8 月および 2024 年の 7 月に平

年値を下回った。

　(2) 生育

　表 2 に各年次の生育ステージを示した。2022 年に

おいて栽植密度が低下すると生育ステージが 2日程度

遅くなったが、2023 年および 2024 年においては、 各

区とも同等の生育ステージの推移であった。

　表 3に生育時期別の茎数・穂数および有効茎歩合を

示した。茎数は 70 株区で幼穂形成期まで他 2 区より

多く推移したが、有効茎歩合の 3か年平均値は他 2区

より低下した。これは、70 株区で初期の分げつが過

剰となった年次があり、その後の無効分げつの発生が

多くなったためと推察される。

　表 4に生育時期別の草丈・稈長を示した。各区とも

同等の推移であった。 

　表 4に各試験区の生育時期別の葉緑素計値を示した。

各区、幼穂形成期までは同等の推移であったが、 減数

分裂期以降は栽植密度の低い区ほど高く推移した。

　(3) 収量および収量構成要素

　表 5に各試験区の精玄米重、収量構成要素、倒伏程

度、玄米タンパク質含有率および玄米外観品質を示し

た。精玄米重の 3 か年平均値は 50 株区、70 株区、37

株区の順に多くなった。

　倒伏程度は栽植密度が小さい区ほど小さくなった。 

　玄米タンパク質含有率および玄米外観品質はすべて

の区で同等であった。

４　まとめ

　「あきたこまち」における高密度播種苗移植栽培で

は、中苗よりも 2 号 3 号分けつが確保しやすくなり、

栽植密度 50株/坪で、70 株/坪と遜色ない生育及び収

量、品質を確保できたことから、栽植密度を 50 株ま

で減じても安定生産が可能であると考えられた。37

株/坪植えでは精玄米重が低下した。
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表１ 各年次の平均気温と日射量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 各年次における各試験区の生育ステージ 

*表中の月日はそれぞれの生育ステージ到達日とし、同日に生育調査を実施した。  

表３ 各試験区の生育ステージ毎の茎数、穂数および有効茎歩合 

*各試験区の数値は 3 か年平均を示す。±の後の数値は標準偏差(n=3)  

表４ 各試験区の生育ステージ毎の草丈・稈長、葉緑素計値 

*各試験区の数値は 3 か年平均を示す。±の後の数値は標準偏差(n=3)  

*成熟期の値は稈長を示す。  

表５ 各試験区の精玄米重、収量構成要素、倒伏程度、玄米タンパクおよび外観品質 

試験区名 年次
精玄米重
（kg/a)

穂数
（本/㎡）

1穂粒数
（粒/穂）

全籾数
（千粒/
㎡）

登熟歩合
(%)

千粒重
(g)

稈長
(cm)

倒伏程度
(0-5)
6段階

玄米
外観品質
(1-9段階)

タンパク
含率（%）

2022 61.2 434 86.0 37.4 80.3 22.5 89.7 2.2 3.0 6.78
2023 54.9 400 85.4 34.1 85.4 22.2 75.3 1.8 3.0 6.32
2024 66.0 537 58.7 31.5 91.4 22.3 84.1 1.9 3.0 6.73
2022 63.7 444 80.6 35.8 86.4 23.1 91.6 0.0 2.0 6.31
2023 60.1 382 81.9 31.3 81.9 22.2 79.9 1.3 3.0 6.78
2024 62.6 461 64.1 29.6 88.6 22.4 88.1 1.5 3.0 6.37
2022 58.0 402 92.8 37.3 84.3 22.9 92.2 0.0 2.0 6.57
2023 58.5 371 81.8 30.3 81.8 22.2 77.7 0.8 3.0 6.87
2024 53.2 368 68.1 25.1 88.6 22.7 83.6 1.0 3.0 6.51

60.7 457 76.7 34.3 85.7 22.3 83.0 1.9 3.0 6.61
62.2 429 75.5 32.2 85.7 22.6 86.5 0.9 2.7 6.48
56.6 380 80.9 30.9 84.9 22.6 84.5 0.6 2.7 6.6537株区平均

70株区

70株区平均

50株区

50株区平均

37株区
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